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季刊誌 『建設労働のひろば』 は、東京土建

一般労働組合が1991年から発行している

建設労働者向けの専門季刊誌で、労働現場

の課題、権利、組合活動、安全衛生、社会保

障などを扱う実務的な情報誌です。 

 今号の第 2 特集  家を持てない時代 

『「住まい」とは何か 時代、くらしの変遷

を辿って』萩原幸氏の投稿文に、奈良県名

勝写真帖の「法隆寺」の写真が使われてい

る。 

人類は古来より安住の地を求め、住まいを築くこと

で生の基盤を確立してきた。戦後の焼け野原では、女

性たちがトタン屋根のバラックで暮らしを再建し、

商売や子育てを一体化させながら生き抜いた。やが

て団地や郊外住宅が整備され、住まいは単なる建物

ではなく「生きる権利」を象徴する存在へと変化して

いく。 

世界最古の木造建築である法隆寺の五重塔が千年以

上の風雪に耐え、地震にも倒れぬ構造を保つように、

日本人の住まいへの執念には「安定と持続」を求める

精神が宿っている。住まいは人権のために闘う場で

もあり、低所得者層や高齢者の住環境改善、UR団地

の再生などは、その実践として続いている。 

 現代の住宅は形を変えながらも、「安心して暮ら

す」という普遍的な願いを受け継ぎ、人類の安住への

探求は今もなお続いている。 

世界最古の木造建築、法隆寺。

1910 年頃の様子。造った人々自

身はどんな住まいで暮らしていた

のか。 

写真：奈良県名勝写真帖（奈良県立

図書情報館今昔写真 WEB蔵）より 


